
【
３
月
】

6
日
（
水
）
滋
賀
県
立
高
校
の
２
０
１
９

年
度
一
般
入
試
が
、
全
日
制
と
定

時
制
の
計
49
校
73
科
で
行
わ
れ
た
。

６
８
０
２
人
の
定
員
に
対
し
、
７

３
１
７
人
が
受
験
。
倍
率
は
前
年

度
よ
り
０
・
01
㌽
低
い
１
・
08
倍

だ
っ
た
。
倍
率
が
最
も
高
か
っ
た

の
は
大
津
普
通
科
の
１
・
71
倍
で
、

膳
所
の
１
・
４
倍
、
草
津
東
の
１
・

32
倍
と
続
い
た
。

・
彦
根
市
内
の
中
学
の
男
性
教
諭
が
、

３
年
の
女
子
生
徒
に
「
ぶ
た
」

「
お
ま
え
の
面
倒
は
み
た
く
な
い
」

な
ど
と
暴
言
を
浴
び
せ
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
学
校
は
、
発
言

が
不
適
切
だ
っ
た
と
し
て
生
徒
に

謝
罪
し
た
。
母
親
に
よ
る
と
「
学

校
に
行
き
た
く
な
い
」
と
話
し
、

不
登
校
の
日
が
増
え
た
と
い
う
。

12
日
（
火
）
県
会
文
教
・
警
察
委
員
会
は

学
校
職
員
の
勤
務
手
当
を
定
め
た

条
例
改
正
案
を
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
、
期
限
付
き
で
従
来
の

「
４
時
間
程
度
、
３
６
０
０
円
」

を
適
用
す
る
修
正
案
を
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
大
会
や
コ
ン
ク
ー

ル
、
対
外
試
合
な
ど
で
業
務
が
４

時
間
以
上
の
場
合
な
ど
が
対
象
と

な
る
。

17
日
（
日
）
「
子
ど
も
と
教
科
書
～
市
民
・

保
護
者
の
会
」
が
県
立
学
校
の
教

科
書
を
採
択
す
る
県
教
委
の
会
議

を
公
開
す
る
よ
う
求
め
る
署
名
５

０
７
３
筆
を
県
教
委
に
提
出
し
た
。

県
内
の
市
町
村
で
は
す
べ
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

25
日
（
月
）
野
洲
市
教
委
は
、
文
科
省
が

昨
年
配
布
し
た
「
放
射
線
副
読
本
」

の
最
新
版
に
つ
い
て
、
福
島
第
1

原
発
事
故
の
被
災
者
の
心
情
に
配

慮
せ
ず
、
安
全
性
を
強
調
し
て
い

る
こ
と
を
問
題
視
し
て
回
収
を
進

め
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
市
長
は
同
日
の
定
例
記
者
会
見

で
市
教
委
の
判
断
は
適
正
だ
っ
た

と
述
べ
た
。

【
４
月
】

１
日
（
月
）
県
教
委
は
、
２
６
０
２
件
の

人
事
異
動
を
発
表
し
た
。
小
中
学

校
で
は
「
個
に
応
じ
た
習
熟
度
別

少
人
数
指
導
」
の
た
め
少
人
数
指

導
教
員
を
新
た
に
38
人
配
置
し
た
。

特
別
支
援
教
育
担
当
教
員
は
86
人

（
昨
年
度
74
人
）
に
、
英
語
専
科

指
導
教
員
は
45
人
（
同
32
人
）
に

拡
充
し
た
。
新
規
採
用
は
小
中
学

校
で
３
３
９
人
、
県
立
学
校
１
３

４
人
、
養
護
教
諭
14
人
、
栄
養
教

諭
2
人
、
事
務
職
員
6
人
で
計
４

９
５
人
。

２
日
（
火
）
千
葉
県
野
田
市
の
事
件
を
受

け
全
国
で
実
施
さ
れ
た
児
童
虐
待

の
緊
急
安
全
確
認
で
、
県
は
県
内

の
結
果
を
発
表
し
た
。
虐
待
の
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
県
子
ど
も
家

庭
相
談
室
（
児
相
）
や
警
察
な
ど

と
情
報
共
有
し
た
子
ど
も
の
数
は

１
９
１
人
だ
っ
た
。
本
人
と
面
会

で
き
た
の
は
２
０
９
２
人
で
う
ち
、

64
人
を
顔
の
あ
ざ
や
汚
れ
な
ど
か

ら
「
虐
待
リ
ス
ク
あ
り
」
と
判
断
、

児
相
な
ど
に
連
絡
し
た
。
面
会
の

で
き
な
か
っ
た
１
９
２
人
に
つ
い

て
は
、
長
期
の
不
登
校
な
ど
事
情

の
分
か
る
ケ
ー
ス
を
除
く
１
２
７

人
を
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
断

し
た
。

３
日
（
水
）
ク
ラ
レ
は
小
学
校
に
今
春
入

学
す
る
新
１
年
生
に
将
来
就
き
た

い
職
業
を
聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
発
表
し
た
。
男
の
子
の
１
位

は
「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
」
、
女
の
子

は
「
ケ
ー
キ
・
パ
ン
屋
さ
ん
」
で

調
査
開
始
以
来
21
年
連
続
と
い
う

不
動
の
人
気
を
示
し
た
。
男
の
子

の
2
位
は
「
警
察
官
」
。
5
位
に

「
研
究
者
」
が
食
い
込
ん
だ
。
女

の
子
の
2
位
は
「
芸
能
人
・
歌
手
・

モ
デ
ル
」
。
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」

が
男
の
子
の
12
位
。
男
の
子
の
親

が
就
か
せ
た
い
職
業
1
位
は
「
公

務
員
」
、
女
の
子
は
「
看
護
師
」

で
変
わ
ら
ず
。

18
日
（
木
）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

（
全
国
学
テ
）
が
小
学
６
年
と
中

学
３
年
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。

県
内
の
小
中
学
な
ど
計
３
３
５
校
、

約
２
万
７
１
０
０
人
の
児
童
生
徒

が
参
加
し
た
。

主
権
者
を
育
む
た
め
に
論
争
問
題
授
業

は
欠
か
せ
な
い
（
西
村
報
告
）
。
し
か
し
、

大
半
の
学
校
は
、
押
し
付
け
の
道
徳
観
や

制
度
に
翻
弄
さ
れ
主
体
者
を
育
て
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
目
の
前
の
学
校
を
、
教

育
を
、
今
一
度
見
直
し
、
動
き
出
そ
う
。

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
「
ぼ
う
っ
と
教
師
や
っ
て

ん
じ
ゃ
ね
え
よ
」
と
叱
ら
れ
な
い
よ
う
に
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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今
年
も
若
葉
の
美
し
い
季
節
が
巡
っ
て

き
ま
し
た
。
母
親
大
会
の
立
て
看
板
が
街

角
に
並
び
は
じ
め
、
開
催
地
で
は
宣
伝
カ
ー

が
町
を
回
り
始
め
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

今
年
の
大
会
は
日
野
小
学
校
と
日
野
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
全
体
会
請
師
は
元
農
林
水
産
大

臣
の
、
山
田
正
彦
さ
ん
で
、
「
大
事
な
か

ら
だ

大
事
な
い
の
ち
は
食
か
ら
」
と
題

し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
す
。

午
後
か
ら
は
17
の
分
科
会
を
持
ち
、
話

し
合
い
、
学
び
合
い
、
体
験
す
る
こ
と
な

ど
出
来
ま
す
。

私
は
子
育
て
中
、
母
親
大
会
で
子
ど
も

は
ほ
め
て
育
て
よ
。
99
％
ほ
め
る
。
１
％

は
命
が
危
な
い
と
き
に
叱
る
。
と
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
が
む
ず
か
し
い
・
・

「
毎
日
学
校
に
行
っ
て
る
や
ろ
。
先
生

の
話
聞
い
て
い
た
ら
出
来
る
や
ろ
。
私
の

子
ど
も
や
の
に
何
で
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と

が
分
か
ら
へ
ん
ね
ん
？
な
ん
で
覚
え
へ
ん

ね
ん
？
」

息
子
は
お
母
さ
ん
怒
っ
て
ば
か
り
や
か

ら
、
勉
強
し
た
ら
へ
ん
ね
ん
。
」
と
言
い

ま
し
た
。

子
育
て
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
母
親
大
会
と
の
関
わ
り
は

戦
争
を
生
き
た
両
親
の
生
活
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

私
の
両
親
は
戦
争
中
に
結
婚
し

て
神
戸
で
暮
ら
し
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し

て
三
度
焼
け
出
さ
れ
て
疎
開
先
で
終
戦
を

迎
え
ま
し
た
。
父
の
会
社
は
敗
戦
で
倒
産
。

職
を
転
々
と
し
、
母
の
ミ
シ
ン
仕
事
で

や
っ
と
の
暮
ら
し
、
そ
ん
な
中
で
私
は
生

ま
れ
ま
し
た
。
苦
し
い
暮
ら
し
で
し
た
。

わ
が
家
が
苦
し
い
の
は
戦
争
の
せ
い
だ
と

ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
母
親
大
会
は
あ
の
戦
争
で
夫
や
子

ど
も
が
戦
死
し
た
り
、
戦
後
の
貧
し
さ
の

中
で
の
暮
ら
し
の
辛
さ
を
話
し
合
う
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

も
私
の
思
い
と
母
親
大
会
が
か
さ
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
日
本
国
憲
法
は
「
戦
争
は
し

な
い
。
武
器
は
持
た
な
い
。
」
と
唱
っ
て

い
ま
す
。
な
の
に
戦
争
法
案
が
可
決
さ
れ
、

自
衛
隊
が
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
、

今
度
は
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
出
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
す
。

開
催
地
の
日
野
町
は
戦
後
「
二
度
と
戦

争
は
イ
ヤ
だ
」
と
約
６
０
０
０
人
を
集
め

た
平
和
集
会
発
祥
の
地
で
す
。
平
和
を
守

ろ
う
と
す
る
流
れ
は
脈
々
と
続
い
て
い
ま

す
。
「
母
親
が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
」

「
集
ま
れ
ば
元
気
、
話
し
合
え
ば
勇
気
」

参
加
者
が
主
人
公
の
母
親
大
会
に
是
非

た
く
さ
ん
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

（
う
え
む
ら

き
み
こ
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2019年

３月
４月

母
親
大
会
に
惹
か
れ
て

大
津
市
母
親
大
会
連
絡
会
会
長

植
村

公
子

・母親大会に惹かれて

／植村 公子 …P1

・「『主権者教育』についての意識調

査」からみる「論争問題授業」の課

題／西村 太志 …P2,3

・教師生活41年間を振り返って

／茶谷 淑子 …P4,5

・苦しむ中に学びあり／守田 大樹…P6

・書評～「発達障害の教育学」

窪島 務 著／黒田 吉孝 …P7

・滋賀の教育動向 3・4月 …P8

《 今月の紙面 》
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